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平成28年熊本地震でお亡くなりになられた方々に対しまして、
心よりお悔やみ申し上げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　多久市社会福祉協議会では、４月１４日より発生した熊本地震で被災された方々を支援する取り組みを行って
おります。

　ご協力いただいたすべての皆様に、心より感謝申し上げます。
引き続き、熊本地震災害に対して今私たちにできることを一緒に考えていきましょう。よろしくお願いします。

熊本地震義援金協力団体名及び個人名（社協受付分５月３０日現在） （敬称略・順不同）

　４月１４日の発生以来相次ぐ熊本の地震に対し、発災間もなくして多久市保育協議会の声かけにより、行政、
他関係団体と連携を行い、熊本地震への支援物資を募集したところ、多くの皆さまからご支援をいただきました。
皆様から提供された支援物資の一部及び社協災害備蓄品は、４月２５日に多久市社協マイクロバス他車両数台に
て無事、被災地へ届けることができました。また、５月１４日～１８日の５日間、益城町災害ボランティアセンター
へ社協職員１名を派遣し、運営支援を行いました。

　社協事務局を始め、多久市役所に熊本地震募金箱を設置し、義援金を募っております。
　市民の皆さまへは、被災者への支援活動として、引き続き温かいご支援ご協力をお願いいたします。義援金は、
日本赤十字社佐賀県支部又は佐賀県共同募金会を通じて、被災地に届けられます。

共同主催者（敬称略・順不同）
　佐賀ユネスコ協会、多久市保
育協議会、多久市商工会青年部、
多久市地域婦人連絡協議会、諸隈
病院、（株）サンライフ、共生ホー
ム愛あい、りゅう整形外科、ハ
ピたくらぶ、ゆるふわ堂、多久市、
多久市社会福祉協議会　他

送金額2６4,404円
山犬原区、昭和37年小城多久分校卒業生、中多久ボ
ランティア連絡協議会、多久中央校、多久保育園職員、
多久保育園保護者、浦山区、たく２１募金箱、多久社
協募金箱、金ヶ江亮子、他５名

　　日本赤十字社　送金額89,000円
中多久なごみ会、小侍区、申川内婦人会、申川内自
治会、多久社協募金箱、菊池清隆、野田義雄、他２
名

被災者支援の取り組みに関するご報告
オール多久で支援物資を被災地へ届けました。

～「平成28年熊本地震」支援物資にたくさんのご協力いただきありがとうございました～

熊本地震災害義援金に引き続きご協力をお願いします

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
－1－



　市民の誰もが安心して暮らすことができる福祉の
まちづくりを推進し、｢地域福祉活動計画」の基本理
念である「一人一人が互いに尊重しあい、支えあっ
て地域で安心して暮らせる心豊かなまちづくり」を
達成するため、各福祉団体、保健・医療・教育等の
関係機関との連携を密にし推進していきます。

多久市社会福祉協議会事業計画及び予算　206,668千円平成28年度

法 人 運 営 事 業
◆理事会、評議員会及び委員会等の開催
◆役職員研修

福 祉 資 金 貸 付 事 業
◆生活福祉資金貸付事業（佐賀県社協）
◆福祉資金貸付事業（市社協）

居 宅 介 護 等 事 業
◆居宅介護支援事業（ケアマネジメント）
◆日常生活管理指導員派遣事業
◆訪問介護事業
◆介護予防訪問介護事業
◆障害者自立支援事業
　•障害者ホームヘルプサービスの実施
　•移動支援　•行動援護　•同行援護
◆社協独自事業｢在宅サポート事業『さわやか』｣

共同募金運動事業、赤十字事業への協力
１．共同募金運動事業
◆一般募金
◆歳末たすけあい募金
２．赤十字事業
◆日赤社資募集
◆救急法講習会の開催（５月）

•健康、生きがいづくり事業
•在宅介護見舞金支給事業
•多久市地域住民グループ支援事業
　（地域ふれあいネットワーク運動事業）
•緊急時要援護者見守り支援事業「まもりん」
•福祉有償運送事業（移送サービス事業）
•各種団体等活動助成事業
•障害児交流事業（一日バスハイク）
•ふれあいいきいきサロン事業（新規）
•福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
•在宅生活サポート事業『あんしんねっと』
•生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業・家計相談支援事業）
•福祉機器無料貸与事業（ベッド・車椅子・歩行器）
•寝たきり老人等寝具クリーニングサービス事業
•災害ボランティア研修会
•ふれあい広場の実施
•福祉体験教室、
　学校ボランティア育成事業
•ボランティアの集い
•おもちゃ図書館の運営
•子育て支援事業
　　観劇会
　　新生児への誕生記念品（絵本）の贈呈
•鬼子母神祭の実施
•福祉バスの運行管理
•災害見舞金支給事業
•社協だよりの発行（年３回）
•社会福祉大会
•民生児童委員活動への協力
•心配ごと相談
　第３水曜日　９：30～15：00
•身障相談
　毎月１日　　10：00～15：00
•多久市シルバー人材センター事業
指定管理者制度
•多久市老人福祉センター(むつみ荘)管理運営
•多久市社会福祉会館管理運営

地 域 福 祉 活 動 事 業

平成2 7年度  一般会計収支決算報告
　「まもりん」は、在宅の高齢者や身体の不自由な人たちの緊急時に対応するために生まれました。
「まもりん」の中には、かかりつけ病院や持病、普段飲んでいる薬などの健康に関する情報や、緊急
時の連絡先などの情報を入れて、冷蔵庫に備え付けるものです。
　もしもの時、救急車を呼んだものの本人が病状などを説明できない場合、救急隊員が医療情報を活
用して迅速な救急活動に役立てるとともに、緊急連絡先の把握により、親族などにいち早く連絡がと
れます。
　『まもりん』が活用され、大事な命が守られたケースもあります！
　ご希望の方は、地区の民生委員を通して申し込んでください。

　　市内にお住まいになっている次の方が対象です。
　•原則65歳以上の方（独居、高齢者のみ世帯）
　•体の不自由な方がおられる世帯の方
　•民生委員が必要と認めた方　※申請は本人の同意が必要です。

急な病気やけがをした場合の活用例

まもりんがあることを
示すステッカー

救急隊員が
まもりんから
医療情報を確認

可能ならかかりつけ
医療機関へ搬送、
そうでない場合は他の
緊急病院へ

　多久市社会福祉協議会では、市民の皆様が住
み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしてい
けるような支え合える福祉のまちづくりを進め
ています。
　この事業実施にあたっては、地域の皆さんか
らご協力いただいております会費が貴重な財源
であり、社協活動の基盤となっています。
　この趣旨をご理解いただき、会費へのご協力
をお願いいたします。

　多久市社会福祉協議会では在宅で介護されている
方、利用者の方の身体的、経済的負担の軽減を目的
として多久市内在住者に対し介護用電動ベッドや車
いす、歩行器の福祉機器を無料で貸出をしておりま
す。お気軽にご相談ください。
対象者
　市内に住所を有し、身体に障害があって日常生活
を営むうえで支援が必要な方
※原則として要介護認定を受けていない方や、要介
護認定申請の結果「自立」と認定された方
貸与期間
　貸与期限は、6ヶ月。ただし、
　継続して必要な場合は更新有。
※保有台数に限りがありますの
　でご希望に添えない場合がご
　ざいます。

一 般 会 費
一戸あたり 200円 団 体 会 費

一口あたり 3,000円

•心配ごと相談事業
•歳末たすけあい配分事業
•社会福祉大会事業など

主 な 事 業

福祉サービス利用援助事業福祉サービス利用援助事業

一家にひとつ、『まも
りん』であんしん！

社協会費

ご協力 お願いします 無料で福祉機器を
レンタルしています
無料で福祉機器を
レンタルしています

❶119通報❶119通報 ❷発見・確認❷発見・確認 ❸搬　送❸搬　送

　 　 　

冷蔵庫の中から
冷蔵庫の外に
置くように
なりました。

救急車を
お願いします

▲災害ボランティア研修会

◀
社会福祉大会

◀サロン事業

▲共同募金運動

決算額（単位：円）

会 費 収 入 1,463,540
寄 附 金 収 入 3,518,000
経 常 経 費 補 助 金 収 入 16,090,211
受 託 金 収 入 33,054,045
貸 付 事 業 収 入 326,550
事 業 収 入 51,900,875
介 護 保 険 事 業 収 入 41,854,339
受 取 利 息 配 当 金 収 入 29,131
そ の 他 の 収 入 24,444,894
前 期 末 支 払 資 金 残 高 25,278,906
収 入 計 197,960,491

決算額（単位：円）

◉社会福祉事業拠点
　�法人運営事業、共同募金配分金事業、歳末た
すけあい配分事業、福祉資金貸付事業、生活
福祉資金貸付事業、福祉有償運送事業、長寿
社会振興事業、地域ふれあいネットワーク運
動推進事業、老人福祉センター事業、シル
バー人材センター事業、障害児交流事業、福
祉サービス利用援助事業、あんしんねっと事
業、生活困窮者自立支援事業

128,848,652

◉居宅介護等事業拠点
　�居宅介護支援事業、訪問介護事業、障害福祉
サービス事業

69,111,839

支 出 計 197,960,491

　平成２8年５月２7日、理事会・評議員会において、平成２7年度事業報告・一般会計収支決算について下記のとお
り承認されました。

収 入 の部 支 出 の部

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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通信
～多久市社会福祉協議会の事業や
　地域福祉活動の情報をお届けします～ふくしたくボラ連たくボラ連

多久市ボランティア連絡協議会 こだまだよりこだまだより
～多久市生活自立支援センターにご相談ください～

　平成28年4月1日から新たに家計相談支援事業を受託し、経済
的に困っている方の相談に重点した支援が可能となりました。

たとえば、
・家賃の滞納や公共料金の支払いが滞っている人
・家計の管理ができないで困っている人
・借金に頼った生活をしている人
・家計について家族と話し合ったことがない人
　等で困っている方

専門の支援員と相談者が一緒に考えながら相談支援、関係機関へ
のつなぎ、必要に応じて貸付のあっせん等を行い、早期の生活の
再建を支援します。

　平成２７年度は日本赤十字社佐賀県支部事業推進課主事西村元成氏に講師として来て頂き、演題「地域で考
える災害時の備え」というテーマで講演して頂きました。
　東日本大震災から５年経過した被災地の現状やDVD映像を含めた講演で分かり易く伝えて頂きました。講
演後はイージーアップテント設営、炊き出し体験・ハイゼットを使用した災害食
の実食、救急法、災害時にケガをした際、新聞紙等を使用した応急手当等、実際
に災害が起きた時を想定した事を実践して頂きました。多久市の皆様も積極的に
学ばれている様子でした。
　平日にも関わらず８７名という多くの参加者が集まりました。
　熊本地震から２カ月経過しましたが、自分の暮らしている町でいつ何の災害が
起きてもおかしくない事を意識して生活する事が必要不可欠だと感じました。

災害ボランティア研修会を開催

家計のやりくりで困っていませんか？

　多久市社会福祉会館において、平成２８年度総会が開催されました。
　平成２７年度の事業報告・収支決算と平成２８年度の事業計画・収支予
算が原案通り承認されました。総会終了後は、人権同和対策課 社会教
育指導員 野中久美子氏による「自分らしく生きる」～さわやかな人間
関係をつくるために～についての研修を行いました。

　多久市民生委員児
童委員連絡協議会と
活発な意見交換が行
われました。

　大変きれいになり
ました。ありがとう
ございました。

多久市民生委員児童委員連絡協議会
総会及び研修会開催

福岡県宇美町民生委員
児童委員協議会との研修

多久市老人クラブ連合会によるボランティ
ア活動～老人福祉センター「むつみ荘」

３/

水２３

5/

金20

5/

水１８
６/

水1

【相談受付時間】
　土日祝日と12月28日～1月3日を除く
　8時30分～17時15分
【相談場所】
　多久市社会福祉協議会
　（多久市福祉会館内）
　電話０９５２－７５－３５９３
　携帯０９０－４５１５－４９５５

相談
無料

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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　今年の２４時間テレビ３８の放送日は、８月２７日（土）８月２８日（日）
の２日間と決定致しました。詳細については多久市社会福祉協議会
ホームページに掲載しますので、ぜ
ひチェックしてみてください。
　今年も各ボランティア団体等に
チャリティー募金活動の協力を呼び
かけ、募金活動を開催致します。
　皆様のご協力をお待ちしています。

　ボランティア活動中の突然の事故やけ
がに備えたボランティア保険の加入を推
進し受付を行っています。

Ａプラン（基本） ３００円
Bプラン（基本） ４５０円
Ａプラン（天災） ４３０円
Bプラン（天災） ６５０円
※�Ａ・Ｂプランの内容は補償額の違いと

なっています。

通信
～多久市社会福祉協議会の事業や
　地域福祉活動の情報をお届けします～ふくしたくボラ連たくボラ連

多久市ボランティア連絡協議会 こだまだよりこだまだより
多久市ボランティア

連絡協議会に
多久市男女共同
参画ネットワークが
新たに加入致しました。

つながるつなげるボランティアの輪

ボランティア団体紹介コーナー

ボランティア活動保険のご案内

ほたる文庫へのお誘い
　多久市に幼児の為のおもちゃ図書館コーナーがある事をご存知でしょうか。
　平成３年に仲間と共に、ボランティアグループほたる文庫を創立し、赤ちゃんや幼児向けの知育、情操教
育を目的とした布製（フェルト、木綿等）の絵本、エプロンシアター、サイコロ等を作り続けています。利
用して下さる方があってこその活動ですが、創立時から現在まで多い時で１７人、最も少ない時で４人とアッ
プダウンを繰り返してまいりました。
　今現在は７人で少し寂しさを感じています。手芸が得意でなくても、
上手に作る自信がなくても全然構いません。可愛いアクセサリーが作り
たいなどのお気持ちから始めて頂ければ充分です。毎週４回の水曜日に
多久市社会福祉会館の１階で午前１０時から午後３時まで活動しており
ます。その日の午前中は別の活動があるとか、午後から行かなければい
けない事があっても、どちらか空いた時間に活動して下さって結構です。
まずは見学や体験などから始めてみませんか。おいで下さる前に、社会
福祉協議会、又は南里までほたる文庫が活動しているのか確認して頂い
た方が良いかと存じます。もちろん作品の貸し出しも図書館形式で致し
ております。所定のノートに所属団体やお名前、住所、電話番号など記
入の上、ご利用下さい。
� ＜問い合わせ先　多久市社会福祉協議会　☎︎75-3593＞

２４時間　チャリティー募金活動　お知らせ

ぬくもりのある絵

本をぜひ手に取っ

てみてください

　　おもちゃ図書館ほたる文庫� 会　長　　南里　惠美子　　

ほたる文庫作品

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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「気持ちいい」と感じると、
　　　　　　脳活 はどんどん進む！

ケアマネジャーシリーズ

こんな習慣がこんな習慣が 脳を活性化させる脳を活性化させる

　起床・就寝時間を規則正しくすると、神経細胞が
昼に活発に働くようになります。

規則正しく７時間
睡眠

　脳を働かせる不飽和脂肪酸は主に魚̶サバ、
イワシ、サケ、マグロなどに多く含まれます。

魚・卵・乳製品は脳の味方
食事

酸素を多く取り込む有酸素運動 ―
ジョギング、水泳、サイクリングなどがおすすめ。

酸素を取り込み老化予防
運動

　創作的な趣味や美しいものを見る、歌を歌う、
料理をする、お化粧をするなど、「楽しい」と思う
ことをしてみましょう。

一生懸命やると刺激となる
楽しみ

❶利用者様の心想いに寄り添いなが
ら、私ももう少し成長できたらいい
なと思っていて、もう少し頑張って
いきたいと思ってます。

　よろしくお願いします。
（谷口ヘルパー）

　

❷少しでも、利用者さんのお役に立て
ればと訪問させて頂いてます。

　「ありがとね」と言ってもらい感謝
でいっぱいです。  （山口ヘルパー）

私たち社協のさわやかヘルパーです！

❸

多久市シルバー人材センターだより シルバー会員
募集してます！！

＜問い合わせ先＞　多久市社会福祉協議会　☎75－3593

＜問い合わせ先＞　多久市シルバー人材センター　☎75－4787

　多久市内在住の65歳以上の高齢者の方を対象に「これからの生
活と生きがいについてのアンケート」を実施しております。高齢者
福祉に関する意見や要望を把握し、多久市の高齢福祉事業やサービ
スの提供ができるための基礎資料を得ることを目的としておりま
す。
　大変、お手数をおかけ致しますが、ご回答いただきますようお願
い申し上げます。

◎時　　期　６月中旬から配布
◎対　　象　多久市内在住の65歳以上の高齢者の方
◎回答方法　同封の返信用封筒に、ご記入いた送付する調査票を
　　　　　　入れて、平成28年７月31日（日）までにご返送く
　　　　　　ださい。

おねがい
多久市高齢者　ニーズ調査にご協力を

新任職員紹介

シルバー人材センター
事務職員

幸田美保子 在宅福祉課
訪問介護員

山﨑　智恵

　平成28年４月１日より、
２名の新規職員を採用しまし
た。ご紹介します。

　４月からシルバー人材センターで事務を
担当しております幸田と申します。
　知らない事も多く、皆さんにご指導頂い
て一日も早く仕事を覚えるように努めてま
いります。
　どうぞ、よろしくお願いします。

　５月24日（火）、多久市社会福祉会館に於いて、平成27年度
シルバー人材センター総会を開催しました。平成27年度の事業
報告、28年度の事業計画が原案通り承認されました。
　また、総会第２部では、松尾建設(株)右近守氏に『安全就業』
についてお話しいただきました。
　会員のみなさんも熱心に聞いておられ、安全意識の向上が図ら
れたことと思います。

　３月より在宅福祉課で訪問介護員として
勤務させて頂いております山﨑です。多久
市在住ではないので知らない地区もありま
すが、一日も早くお役に立つ事が出来るよ
う頑張ってまいりますのでどうぞよろしく
お願いします。

（参考資料：NHKラジオ・深夜便より）居宅介護支援事業所　☎75−3593︎

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
－6－



多久市シルバー人材センターだより シルバー会員
募集してます！！

＜問い合わせ先＞　多久市社会福祉協議会　☎75－3593

＜問い合わせ先＞　多久市シルバー人材センター　☎75－4787

　多久市内在住の65歳以上の高齢者の方を対象に「これからの生
活と生きがいについてのアンケート」を実施しております。高齢者
福祉に関する意見や要望を把握し、多久市の高齢福祉事業やサービ
スの提供ができるための基礎資料を得ることを目的としておりま
す。
　大変、お手数をおかけ致しますが、ご回答いただきますようお願
い申し上げます。

◎時　　期　６月中旬から配布
◎対　　象　多久市内在住の65歳以上の高齢者の方
◎回答方法　同封の返信用封筒に、ご記入いた送付する調査票を
　　　　　　入れて、平成28年７月31日（日）までにご返送く
　　　　　　ださい。

おねがい
多久市高齢者　ニーズ調査にご協力を

新任職員紹介

シルバー人材センター
事務職員

幸田美保子 在宅福祉課
訪問介護員

山﨑　智恵

　平成28年４月１日より、
２名の新規職員を採用しまし
た。ご紹介します。

　４月からシルバー人材センターで事務を
担当しております幸田と申します。
　知らない事も多く、皆さんにご指導頂い
て一日も早く仕事を覚えるように努めてま
いります。
　どうぞ、よろしくお願いします。

　５月24日（火）、多久市社会福祉会館に於いて、平成27年度
シルバー人材センター総会を開催しました。平成27年度の事業
報告、28年度の事業計画が原案通り承認されました。
　また、総会第２部では、松尾建設(株)右近守氏に『安全就業』
についてお話しいただきました。
　会員のみなさんも熱心に聞いておられ、安全意識の向上が図ら
れたことと思います。

　３月より在宅福祉課で訪問介護員として
勤務させて頂いております山﨑です。多久
市在住ではないので知らない地区もありま
すが、一日も早くお役に立つ事が出来るよ
う頑張ってまいりますのでどうぞよろしく
お願いします。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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「
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つ
み
荘
」

カラオケ大会のお知らせ
　７月23日（土）にはむつみ荘カラオ
ケ大会が開かれます。時間は10時30分
～12時00分までの予定です。どうぞお
いでください。
　当日は、幡船の里
からも野菜、団子な
ど出店されます。お
風呂もどうぞご利用
ください。

無料送迎バスの運行日無料送迎バスの運行日無料送迎バスの運行日
11日(月）
14日(木）

23日(土）

西多久方面
岸川、四下、立山、前田、明
治佐賀、栄町、番所、横柴
折、荕原、砂原方面
納所方面

７月の むつみ荘

　むつみ荘では、不定期ですが漢字クイ
ズやボールを使った簡単な体操など盛り
たくさんなふれあいサロン教室を開催し
ています。皆さんの参加をお待ちしてお
ります。

ふれあいサロンに参加されてみませんか？

　

自
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成
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２
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Tel:0952-75-8425
fax:0952-75-8426

株式会社 サンライフ株式会社 サンライフ

〒846-0023
多久市南多久町大字長尾4131番地４

指定事業所番号 4170400271

E‒mail:sunlife@ya2.so-net.ne.jp

介護用品販売・レンタル・住宅改修

ご
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）
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略
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た
く
」
賛
助
広
告
募
集
中

里�親とは…さまざまな理由で家庭で
養育できないお子さんを、自分の
家庭に迎え入れ、愛情と真心をこ
めて養育してくださる方です。

里親には次の４種類の里親があります。
・養育里親　　　・専門里親
・養子縁組里親　・親族里親

問い合わせ先 
　慈光園（里親支援専門相談員）

☎095５－７3－1988
　佐賀県中央児童相談所（里親担当）

☎0952－26－1212

〜里親制度をご存知ですか〜
家庭のぬくもりを求めている子どもたち

のために里親になりませんか

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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